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1. 2023年12月期第1四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第1四半期 1,056 11.2 54 67.5 57 242.1 43 3.3

2022年12月期第1四半期 950 9.1 32 ― 17 △38.8 41 507.3

（注）包括利益 2023年12月期第1四半期　　26百万円 （―％） 2022年12月期第1四半期　　40百万円 （△68.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第1四半期 46.46 ―

2022年12月期第1四半期 44.73 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第1四半期 6,422 4,767 74.2

2022年12月期 6,680 4,819 72.1

（参考）自己資本 2023年12月期第1四半期 4,767百万円 2022年12月期 4,819百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 30.00 ― 50.00 80.00

2023年12月期 ―

2023年12月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年12月期期末配当金の内訳　普通配当　30円00銭　特別配当　20円00銭

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,081 5.8 60 53.9 67 82.5 47 △94.1 50.98

通期 4,246 6.0 148 114.6 164 254.0 114 △84.2 123.65

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期1Q 922,128 株 2022年12月期 922,128 株

② 期末自己株式数 2023年12月期1Q 13,370 株 2022年12月期 170 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期1Q 917,233 株 2022年12月期1Q 922,032 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想

のご利用にあたっての注意事項については、[添付資料]2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績様相などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱さがみられるものの、景気は緩やかに持ち直してい

ます。設備投資は持ち直しているものの、輸出や生産は弱含んでいます。企業収益は総じてみれば改善しています

が、そのテンポは緩やかになっています。また、企業の業況判断は持ち直しの動きがみられます。先行きについて

は、ウィズコロナの下で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待されます。ただし、世界的

な金融引き締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっています。また、物価上

昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

このようななか、当社グループの売上については、半導体向けの研磨材の売上が大幅に伸長したことにより、売

上高は1,056,237千円(前年同期比11.2%増)となりました。

また利益面においては、売上高増による粗利の増加に加え、年金資産の時価評価増により退職給付費用が減少し

たことから、営業利益53,587千円(前年同期比67.5%増)となり、経常利益については前第１四半期連結累計期間に

おいて計上した持分法による投資損失がなくなったことから、当第１四半期連結累計期間は改善し56,802千円(前

年同期比242.1%増)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益については前第１四半期連結累計期間に理研精密

器材(蘇州)有限公司の清算による為替換算調整勘定取崩益計上から一巡したことにより42,617千円(前年同期比

3.3%増)となりました。

　セグメントの概況は、以下のとおりであります。

（研磨布紙等製造販売事業）

当社グループの中核事業である研磨布紙等製造販売事業の当第１四半期連結累計期間の業況は、特に木工用の研

磨布紙が得意先の在庫調整により減少しましたが、半導体向けの研磨材の売上が大幅に伸長したことから売上高は

923,551千円(前年同期比16.4%増)となり、売上高増による粗利の増加に加え、年金資産の時価評価増により退職給

付費用が減少したことから、営業利益は61,905千 円(前年同期比31.0増)となりました。

（ＯＡ器材部材等製造販売事業）

事務機器に組み込まれる紙送り用各種ローラー部品の受注生産をしているＯＡ器材部材等製造販売事業の当第１

四半期連結累計期間の業況は、得意先の一部部材の調達難による生産調整が続いており、売上高が減少したことか

ら98,034千円(前年同期比19.5%減)となり、営業利益は製造の習熟度が改善したことにより原価率が低減したこと

から、22,413千円(前年同期比10.8%増)となりました。

（不動産賃貸事業）

イオンリテール株式会社に賃貸しております土地の賃貸収入の売上は34,652千円(前年同期と同額)となり、営業

利益は28,009千円(前年同期比0.4%増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ257,188千円減少し、6,422,392千円になりま

し た。これは主に、法人税等の支払いにより現金及び預金が271,208千円減少したことによるものであります。

負債は前連結会計年度末に比べ205,057千円減少し、1,655,462千円になりました。これは主に、法人税等の支払

いにより未払法人税等が209,767千円減少したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ52,132千円減少し、4,766,929千円になりました。これは主に、自己株式取得

により自己株式勘定が31,566千円減少、投資有価証券の時価評価の減少によりその他有価証券評価差額金が19,372

千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年12月期の連結業績予想につきましては、2023年２月14日に公表いたしました予想と変更はございません。

今後も情報収集に努め、業績への重大な影響が見込まれる場合には、速やかにお知らせいたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,371,832 1,100,624

受取手形及び売掛金 667,323 646,622

電子記録債権 218,806 218,528

商品及び製品 524,393 551,532

仕掛品 446,083 454,685

原材料及び貯蔵品 131,286 135,424

その他 24,221 21,578

貸倒引当金 △3,400 △3,399

流動資産合計 3,380,544 3,125,596

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,041,612 2,055,895

減価償却累計額 △1,323,553 △1,335,341

建物及び構築物（純額） 718,060 720,554

機械装置及び運搬具 1,584,551 1,602,774

減価償却累計額 △1,334,235 △1,351,000

機械装置及び運搬具（純額） 250,317 251,774

土地 328,763 328,763

建設仮勘定 97,592 116,548

その他 486,406 495,261

減価償却累計額 △381,701 △391,213

その他（純額） 104,705 104,048

有形固定資産合計 1,499,437 1,521,687

無形固定資産 41,115 45,607

投資その他の資産

投資有価証券 433,610 405,737

長期性預金 1,300,000 1,300,000

その他 24,873 23,765

投資その他の資産合計 1,758,483 1,729,502

固定資産合計 3,299,035 3,296,796

資産合計 6,679,579 6,422,392

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 399,367 454,935

電子記録債務 378,700 359,264

設備関係支払手形 14,035 29,816

設備電子記録債務 85,942 68,109

短期借入金 200,000 200,000

１年内返済予定の長期借入金 44,000 23,000

リース債務 19,164 18,604

未払法人税等 219,464 9,697

賞与引当金 － 39,663

資産除去債務 15,500 15,500

その他 214,271 179,713

流動負債合計 1,590,443 1,398,301

固定負債

リース債務 63,844 64,843

繰延税金負債 75,445 74,296

退職給付に係る負債 56,395 43,970

長期預り金 60,752 60,752

資産除去債務 10,000 10,000

その他 3,640 3,300

固定負債合計 270,076 257,162

負債合計 1,860,519 1,655,462

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 89,675 89,675

利益剰余金 4,035,729 4,032,248

自己株式 △354 △31,920

株主資本合計 4,625,049 4,590,002

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 186,021 166,649

繰延ヘッジ損益 △2,670 △361

為替換算調整勘定 10,660 10,638

その他の包括利益累計額合計 194,011 176,927

純資産合計 4,819,061 4,766,929

負債純資産合計 6,679,579 6,422,392
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 949,694 1,056,237

売上原価 744,083 842,455

売上総利益 205,611 213,783

販売費及び一般管理費 173,612 160,196

営業利益 31,999 53,587

営業外収益

為替差益 23,276 2,823

その他 1,556 2,146

営業外収益合計 24,832 4,969

営業外費用

持分法による投資損失 38,515 －

支払利息 1,434 1,206

その他 278 546

営業外費用合計 40,227 1,753

経常利益 16,604 56,802

特別利益

為替換算調整勘定取崩益 19,331 －

特別利益合計 19,331 －

特別損失

子会社整理損 2,597 －

工場再編費用 － 1,010

特別損失合計 2,597 1,010

税金等調整前四半期純利益 33,339 55,792

法人税、住民税及び事業税 21,000 6,836

法人税等調整額 △28,903 6,340

法人税等合計 △7,903 13,176

四半期純利益 41,242 42,617

親会社株主に帰属する四半期純利益 41,242 42,617

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年３月31日)

四半期純利益 41,242 42,617

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 20,622 △19,372

繰延ヘッジ損益 1,001 2,309

為替換算調整勘定 △129,567 △21

持分法適用会社に対する持分相当額 107,039 －

その他の包括利益合計 △905 △17,084

四半期包括利益 40,337 25,533

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,337 25,533

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2023年２月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式13,200株の取得を行いました。この結果、当第１

四半期連結累計期間において自己株式が31,566千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

31,920千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

①簡便な会計処理

(ｉ)棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基盤として合理的な方法により算定する方法によっております。

(ⅱ)繰延税金資産及び繰延税負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

- 7 -

理研コランダム㈱（5395）　2023年12月期　第１四半期決算短信



(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 793,284 121,759 34,652 949,694 － 949,694

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 793,284 121,759 34,652 949,694 － 949,694

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 793,284 121,759 34,652 949,694 － 949,694

セグメント利益 47,271 20,232 27,896 95,399 △63,400 31,999

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 923,551 98,034 34,652 1,056,237 － 1,056,237

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 923,551 98,034 34,652 1,056,237 － 1,056,237

セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 923,551 98,034 34,652 1,056,237 － 1,056,237

セグメント利益 61,905 22,413 28,009 112,327 △58,740 53,587

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2022年１月１日　至　2022年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注) １．セグメント利益の調整額△63,400千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2023年１月１日　至　2023年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注) １．セグメント利益の調整額△58,740千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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